
「コミュニケーション」を
デザインする

山本：洪さんのされている業務につ
いて、教えていただけますか？
洪：長年に渡り、企画や設計の仕事
に関わってきました。最近はディレ
クターの立場で、空間づくりに取り
組んでいます。博物館から展覧会、

なっているように思えるかもしれま
せんが、そうではありません。総じ
て言えるのは、来られた方との「コ
ミュニケーション」の空間であると
いうことです。その根本は同じです。
空間だからこそ可能になるコミュニ
ケーションの最大化にこれまで取り
組んできました。
山本：洪さんは、長く空間デザイン
に関わってこられており、この分野
に非常に造詣が深い方でいらっしゃ
います。人やモノのコミュニケー
ションにおける空間デザインの役割
はやはり大きなものですので、今日
はぜひ、洪さんがデザインに込めて
いるお考えを伺えればと思います。

空間デザインが持つ
「増幅」させる力

テーマパークやホスピタリティス
ペースなど、幅広く手がけています。
山本：洪さんのお仕事では、「東京
大学総合研究博物館」が有名です。
かなり特徴的な空間ですよね。
洪：ありがたいことに、チャレンジ
ングなお仕事をさせていただくこと
が多いです。「インターメディアテ
ク」もそうでしたが、新たなスキー

ムのデザインを
採用し、今まで
にない新たな付
加価値を持つ、
実験的な空間づ
くりを行ってい
ます。
こういった施設
は、オフィスや
商業店舗とは異

山本：洪さんは、どのようなことを
考えて、空間をデザインされている
のでしょうか？
洪：心がけているのは「増幅」です。
例えば、ミュージアムであれば、展
示される作品が主役になります。そ
の作品が持っている世界観を空間の
中で、どのように表現するべきかを
まず考えます。つまり、どのように
すれば、その作品の魅力や世界観を
「増幅」できるかを考えるわけです。
ここが、空間デザインの面白いとこ
ろです。
これは、ミュージアムだけでなく、
商業施設で商品を展示するときも同
じです。作品や商品の価値を増幅さ
せる力が空間にはあります。
料理で例えると、わかりやすいかと
思います。料理をどのようなお皿に
載せるか、どのように盛り付けする
か、何を料理に添えるか、そういう
ことによって、料理の印象は変わり、
味覚にも影響を与えます。そのよう
に付加価値を加えることで、マイン
ドを増幅させ、人を感動させること
ができます。
山本：なるほど。一方で、増幅させ
ないという考え方もあると思いま
す。いわゆるホワイトキューブ（で
きるかぎり装飾を排除した白い立方
体のような空間）です。その点は、

うからです。
洪さんのお仕事で一番印象的なもの
が「東京大学総合研究博物館」と「イ
ンターメディアテク」です。かなり
独特の世界観を持つ展示施設です。
展示品も興味深いのですが、空間と
しても非常に面白いです。あの世界
観はどのように構築されたのでしょ
うか？
洪：「東京大学総合研究博物館」で
言えば、主役となる展示品は学術標
本です。それらの学術標本は価値の
高いものが多く、��� 年もの歴史を
持つものもあります。そこで、その
質と歴史にふさわしい空間をつくり
出すことができればと考えました。
東京大学の博物館ですから、当然、
学術的に研究をしている方が多く来
場されるわけですが、そういった専
門家だけでなく、もっと幅広い一般
の方にも楽しんでいただくことも同

いかがでしょうか？
洪：そうですね。それは、その時の
ミッションによると思います。整然
と配置され、作品と対話させようと
する場合であれば、余計な色彩や装
飾はつけません。
インスタレーションという概念があ
ります。立体表現ということですが、
インスタレーションにより、全く違
う価値を生み出すことが可能です。
ですから、我々、空間デザイナーは、
まず初めに目的を明確化することが
求められます。プロジェクトの目的
を初期にはっきりとさせておく。そ
して、関係者の間で充分議論し、共
有した上で進める必要があります。
そういったプロセスを踏むことが空
間デザイナーには求められていると
思います。

「東京大学総合研究博物館」
で目指したこと

山本：洪さんの
お考えがよくわ
かりました。こ
こからは具体的
なお話を伺いた
いと思います。
その方が読者の
参考になると思

時に目指しました。標本の面白さを
美術館のように鑑賞する。そのよう
な空間と時間を提供できればいいな
と考えたわけです。
そのため、展示物の周りの環境には
なるべく手をかけないようにしまし
た。それが、インテリアのコンセプ
トです。昔の床材や柱型をそのまま
残して、空間をつくっていきました。
山本：建築にもともとあった要素を
増幅させたわけですね？
洪：新しい塗料で塗ったり、建材を
張ったりということは、極力避けま
した。
山本：具体的には、どのような素材
を選定されたのでしょうか？
洪：例えば、「インターメディアテ
ク」ですと、黒皮塗装というものを
使用していますが、エイジングされ
たような雰囲気を持つ素材です。黒
皮というスチールでありながら、
違ったテクスチャーを持っていま
す。非常に特徴的な風合いです。
素材を選定する時には、どうすれば
空間全体のハーモニーを崩さないか
ということを考えて、素材を組み合
わせています。
例えて言えば、オーケストラのよう
なものです。どの場所からどんな音
が出るか。クリエイティブの手法は、
どの業界であっても、同じだと思い
ます。

オフィスに求められる機能とは

山本：展示施設について、お話を伺
いました。

す。
オフィスには仕事をする場所だけで
なく、休憩する場所も必要になりま
すが、もしかしたら、そういった場
所の方が新たなアイディアが生まれ
やすいかもしれません。
喫煙室は、社員同士のコミュニケー
ションの場になりやすいですが、同
じように執務で使用する場ではない
環境の方が、クリエイティブな発想
が生まれたりします。
以前であれば、そのような場所に価
値を見いだすことはありませんでし
たが、今では逆に、そのような場所
にこそ、新たな価値を生み出す可能
性があるとも考えられます。
最初にお話ししたのは、来場者と作
品のコミュニケーションでしたが、
オフィスの場合は「人」と「人」の
コミュニケーションを活性化させる
場所であることが求められていま
す。
ルーチンワークをおこなう場所と、
発想を生み出していくための場所、
その両方の機能をきちんと持たせる
ことが必要になっていると思いま
す。
山本：最後に、この展示会自体につ
いてご意見を伺えればと思います。
洪：この展示会においても、問題に
対する答えを出すことを考えるのが
重要だと思います。商品を提供する
メーカーさんがいて、それを使いた
いと思う人がいます。その時のマッ
チングプラットフォームとして、何
が解決されればいいのかを考えると
いうことです。
展示会をそのためのマッチングポイ
ントとすることが、とても大事だと
思います。
山本：それはこのワーキンググルー
プにも期待されているところだと思
います。今日はありがとうございま
した。今後もワーキンググループへ
の協力を宜しくお願いします。

同じことが
オフィスや
店舗でも言
えると思い
ます。オ
フィスや店
舗空間をデ
ザインする
ときに考え
ていること
はどのよう
なことです

か？
洪：オフィスの場合、最近特に求め
られるものに「イノベーションを創
出する場」という役割があります。
新しい製品やサービスを生み出すこ
と、あるいは、新しいビジネスに転
換しようと思った時に求められる新
たな発想を生み出す場としての機能
です。
そういったイノベーションを生み出
しやすいオフィスが今は求められて
いると思います。
そういう意味で「異業種交流」も注
目されていますよね。自分たちだけ
で考えても限界があります。異なる
業界の人と議論したりブレインス
トーミングしたりして、増幅させる
ということが求められます。
その時には、マインドを解き放つ必
要があり、ワーケーションが注目さ
れているのも、そういった観点もあ
るからでしょう。大自然の中で仕事
をしたら、全く違うものが生まれる
かもしれません。「環境」が増幅の
要素になってくるのだと思います。
山本：新しいものをつくるためには、
壊すことも必要だと思いますが、そ
のあたりはいかがでしょうか？
洪：壊すことは目的ではありません。
あくまで、何を目的にしているかを
まず考えるべきだと思います。
例えば、イノベーションセンターと
呼ばれる施設が、最近ではたくさん
つくられています。その場合、「新
しいものを生み出しやすい空間とは
どのような空間なのだろうか」とい
うことを考えることがまず必要で
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に非常に造詣が深い方でいらっしゃ
います。人やモノのコミュニケー
ションにおける空間デザインの役割
はやはり大きなものですので、今日
はぜひ、洪さんがデザインに込めて
いるお考えを伺えればと思います。

空間デザインが持つ
「増幅」させる力

テーマパークやホスピタリティス
ペースなど、幅広く手がけています。
山本：洪さんのお仕事では、「東京
大学総合研究博物館」が有名です。
かなり特徴的な空間ですよね。
洪：ありがたいことに、チャレンジ
ングなお仕事をさせていただくこと
が多いです。「インターメディアテ
ク」もそうでしたが、新たなスキー

ムのデザインを
採用し、今まで
にない新たな付
加価値を持つ、
実験的な空間づ
くりを行ってい
ます。
こういった施設
は、オフィスや
商業店舗とは異

山本：洪さんは、どのようなことを
考えて、空間をデザインされている
のでしょうか？
洪：心がけているのは「増幅」です。
例えば、ミュージアムであれば、展
示される作品が主役になります。そ
の作品が持っている世界観を空間の
中で、どのように表現するべきかを
まず考えます。つまり、どのように
すれば、その作品の魅力や世界観を
「増幅」できるかを考えるわけです。
ここが、空間デザインの面白いとこ
ろです。
これは、ミュージアムだけでなく、
商業施設で商品を展示するときも同
じです。作品や商品の価値を増幅さ
せる力が空間にはあります。
料理で例えると、わかりやすいかと
思います。料理をどのようなお皿に
載せるか、どのように盛り付けする
か、何を料理に添えるか、そういう
ことによって、料理の印象は変わり、
味覚にも影響を与えます。そのよう
に付加価値を加えることで、マイン
ドを増幅させ、人を感動させること
ができます。
山本：なるほど。一方で、増幅させ
ないという考え方もあると思いま
す。いわゆるホワイトキューブ（で
きるかぎり装飾を排除した白い立方
体のような空間）です。その点は、

うからです。
洪さんのお仕事で一番印象的なもの
が「東京大学総合研究博物館」と「イ
ンターメディアテク」です。かなり
独特の世界観を持つ展示施設です。
展示品も興味深いのですが、空間と
しても非常に面白いです。あの世界
観はどのように構築されたのでしょ
うか？
洪：「東京大学総合研究博物館」で
言えば、主役となる展示品は学術標
本です。それらの学術標本は価値の
高いものが多く、��� 年もの歴史を
持つものもあります。そこで、その
質と歴史にふさわしい空間をつくり
出すことができればと考えました。
東京大学の博物館ですから、当然、
学術的に研究をしている方が多く来
場されるわけですが、そういった専
門家だけでなく、もっと幅広い一般
の方にも楽しんでいただくことも同

いかがでしょうか？
洪：そうですね。それは、その時の
ミッションによると思います。整然
と配置され、作品と対話させようと
する場合であれば、余計な色彩や装
飾はつけません。
インスタレーションという概念があ
ります。立体表現ということですが、
インスタレーションにより、全く違
う価値を生み出すことが可能です。
ですから、我々、空間デザイナーは、
まず初めに目的を明確化することが
求められます。プロジェクトの目的
を初期にはっきりとさせておく。そ
して、関係者の間で充分議論し、共
有した上で進める必要があります。
そういったプロセスを踏むことが空
間デザイナーには求められていると
思います。

「東京大学総合研究博物館」
で目指したこと

山本：洪さんの
お考えがよくわ
かりました。こ
こからは具体的
なお話を伺いた
いと思います。
その方が読者の
参考になると思

時に目指しました。標本の面白さを
美術館のように鑑賞する。そのよう
な空間と時間を提供できればいいな
と考えたわけです。
そのため、展示物の周りの環境には
なるべく手をかけないようにしまし
た。それが、インテリアのコンセプ
トです。昔の床材や柱型をそのまま
残して、空間をつくっていきました。
山本：建築にもともとあった要素を
増幅させたわけですね？
洪：新しい塗料で塗ったり、建材を
張ったりということは、極力避けま
した。
山本：具体的には、どのような素材
を選定されたのでしょうか？
洪：例えば、「インターメディアテ
ク」ですと、黒皮塗装というものを
使用していますが、エイジングされ
たような雰囲気を持つ素材です。黒
皮というスチールでありながら、
違ったテクスチャーを持っていま
す。非常に特徴的な風合いです。
素材を選定する時には、どうすれば
空間全体のハーモニーを崩さないか
ということを考えて、素材を組み合
わせています。
例えて言えば、オーケストラのよう
なものです。どの場所からどんな音
が出るか。クリエイティブの手法は、
どの業界であっても、同じだと思い
ます。

オフィスに求められる機能とは

山本：展示施設について、お話を伺
いました。

す。
オフィスには仕事をする場所だけで
なく、休憩する場所も必要になりま
すが、もしかしたら、そういった場
所の方が新たなアイディアが生まれ
やすいかもしれません。
喫煙室は、社員同士のコミュニケー
ションの場になりやすいですが、同
じように執務で使用する場ではない
環境の方が、クリエイティブな発想
が生まれたりします。
以前であれば、そのような場所に価
値を見いだすことはありませんでし
たが、今では逆に、そのような場所
にこそ、新たな価値を生み出す可能
性があるとも考えられます。
最初にお話ししたのは、来場者と作
品のコミュニケーションでしたが、
オフィスの場合は「人」と「人」の
コミュニケーションを活性化させる
場所であることが求められていま
す。
ルーチンワークをおこなう場所と、
発想を生み出していくための場所、
その両方の機能をきちんと持たせる
ことが必要になっていると思いま
す。
山本：最後に、この展示会自体につ
いてご意見を伺えればと思います。
洪：この展示会においても、問題に
対する答えを出すことを考えるのが
重要だと思います。商品を提供する
メーカーさんがいて、それを使いた
いと思う人がいます。その時のマッ
チングプラットフォームとして、何
が解決されればいいのかを考えると
いうことです。
展示会をそのためのマッチングポイ
ントとすることが、とても大事だと
思います。
山本：それはこのワーキンググルー
プにも期待されているところだと思
います。今日はありがとうございま
した。今後もワーキンググループへ
の協力を宜しくお願いします。

同じことが
オフィスや
店舗でも言
えると思い
ます。オ
フィスや店
舗空間をデ
ザインする
ときに考え
ていること
はどのよう
なことです

か？
洪：オフィスの場合、最近特に求め
られるものに「イノベーションを創
出する場」という役割があります。
新しい製品やサービスを生み出すこ
と、あるいは、新しいビジネスに転
換しようと思った時に求められる新
たな発想を生み出す場としての機能
です。
そういったイノベーションを生み出
しやすいオフィスが今は求められて
いると思います。
そういう意味で「異業種交流」も注
目されていますよね。自分たちだけ
で考えても限界があります。異なる
業界の人と議論したりブレインス
トーミングしたりして、増幅させる
ということが求められます。
その時には、マインドを解き放つ必
要があり、ワーケーションが注目さ
れているのも、そういった観点もあ
るからでしょう。大自然の中で仕事
をしたら、全く違うものが生まれる
かもしれません。「環境」が増幅の
要素になってくるのだと思います。
山本：新しいものをつくるためには、
壊すことも必要だと思いますが、そ
のあたりはいかがでしょうか？
洪：壊すことは目的ではありません。
あくまで、何を目的にしているかを
まず考えるべきだと思います。
例えば、イノベーションセンターと
呼ばれる施設が、最近ではたくさん
つくられています。その場合、「新
しいものを生み出しやすい空間とは
どのような空間なのだろうか」とい
うことを考えることがまず必要で


